
 

『安田絶滅危惧種保護の会』  活動紹介 

 

設立・活動期間 平成 17 年～ 

代表者 福場 健二 

会員数（R6.1.1 現在） 10 名 

活動場所 吉舎町安田地区 

保護対象動植物 
ダルマガエル，ブッポウソウ，ヒメボタル，ユキワリイチゲ，セツブンソウ，カタク

リ，セリバオーレン，カザグルマ，ササユリ，アツバタツナミソウ 

活動内容 

年間スケジュール 

4～11 月 ダルマガエル 保護及び生息調査 

4～11 月 ブッポウソウ  巣箱整備及び清掃，飛来調査，繁殖調査 

           小学校への特別授業 

2～12 月 山野草      草刈り，自生地整備，維持管理，ツアーガイド 

活動詳細 

【ダルマガエルについて】  

・1991 年灰塚ダム再建地の環境調査で発見 

・生息地がほ場整備されるなど一時は 26 匹に激減。筑波大学で種保存した

が全滅 

・以降、筑波大学・安佐動物園・安田小学校の交流事業として継続され、市町

村合併後の H17 年安田自治振興会内に会を建立。 

【ブッポウソウについて】 

・現在 40 箱を専用柱に設置 

・親鳥の帰巣確率は 100％ 

・現在は、年 1 回吉舎小 4 年生を対象にダルマガエル、ブッポウソウの生態

について福場代表が講演。 

【山野草】 

ユキワリイチゲ：ガクが白色で珍しく、県内外から多くの人が見物に来られる。 

セリバオーレン 

ササユリ     ：群出地はなかなかなくなった。 

アツバタツナミソウ：長野県対馬と広島県しか見ることができない。 

カザグルマ   ：クレマチスの原種で県内に 4 か所ぐらいしか群出地がない。 

活動等の様子 

 
【ダルマガエル】                    【アツバタツナミソウ】 

申込・問い合わせ先 連絡先：090-5704-7462（担当者：福場 健二） 

 


